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黙想の祈り：聖ペト
ロ聖パウロ使徒（6月
29日）

黙想のテーマ：「キリストと
の出会いによって解放された
教会」「ペトロ：弱さをもっ
て神により頼む」「パウロ：
障壁のない心」

キリストとの出会いによって解放さ
れた教会

ペトロ：弱さをもって神により頼む

パウロ：障壁のない心



「福音のために働き、血のあかしに
よって教会の礎になった使徒たち
は、主の杯から飲み、神の友となっ
た」[1]。使徒ペトロとパウロは、キ
リスト教の「最初の柱」と考えられ
ています。聖ペトロは、イエスがそ
の上に教会を築いた岩であり、聖パ
ウロは、旅と著作によって普遍的な
教会の使徒となりました。二人は殉
教の証しによって、新しい神の民の
一致と普遍性を確かなものとしまし
た。

二人の人生は、彼ら自身の資質に
よってではなく、イエスとの個人的
な出会いによって特徴づけられまし
た。彼らを癒し、使徒としたのはイ
エスでした。「ガリラヤ出身の漁師
ペトロは、イエスの無条件の愛のお
かげで、思慮不足と失敗の苦い経験
から解放されました。熟練した漁師
であったにもかかわらず、夜中にな
るとしばしば、何も獲れないという
挫折の苦しさを味わい（ルカ5･5、



ヨハネ21･5参照）、空っぽの網を見
て、オールを引き揚げようという誘
惑に駆られました。ペトロは力強
く、衝動的でしたが、しばしば恐れ
に屈しました（マタイ14･30参
照）。主の熱心な弟子でありなが
ら、この世の基準で考え続けたた
め、キリストの十字架の意味を理解
し、受け入れることができなかった
のです（マタイ16･22参照）。それ
にもかかわらず、イエスはペトロを
愛し、彼のために危険を冒すことを
厭われませんでした。イエスは彼を
励まし、あきらめずにもう一度網を
降ろし、水の上を歩き、自分の弱さ
を受け入れる強さを見いだし、十字
架の道を主に従い、兄弟姉妹のため
に命を捧げ、群れを牧するように勧
めたのです」[2]。

そしてパウロは、「先祖からの伝承
を守るのに人一倍熱心で（ガラテヤ
1･14参照）、キリスト教徒を残酷に
迫害していた宗教的熱情から」[3]解



放されました。彼の律法を頑なに守
る姿勢とキリストへの反感は、彼を
神への愛から遠ざけていたのです。
しかし、ダマスコへの道で回心した
後、彼は「神に近づく喜びを強く味
わった」[4]人の熱心さで出発しまし
た。おそらく、戒律を守ることが中
心であった彼の人生は、今やキリス
トとの個人的な出会いに基づいてい
ます。ペトロとパウロは、私たちに
「私たちの手に委ねられた教会であ
りながら、主が忠実さと優しい愛を
もって導いてくださる教会の姿を示
しています。教会を導くのは主だか
らです。弱くても、神の前に力を見
出す教会。自由にされた教会の姿
は、世が自ら与えることのできない
自由を、世に与えることができるの
です」[5]。



イエスはある日、弟子たちに質問さ
れました。「人々は人の子のことを
何者だと言っているか」（マタイ
16･13）。すると弟子たちは、町で
聞いた名前をいくつか挙げ始めまし
た。洗礼者ヨハネ、エリヤ、エレミ
ヤ、預言者の一人...するとイエス
は、もっと個人的な答えを求められ
ました。「それでは、あなたがたは
わたしを何者だと言うのか」（マタ
イ16･15）。だれも何も言わない
中、シモン・ペトロだけが答えまし
た。「あなたはメシア、生ける神の
子です」（マタイ16･16）。

この言葉を聞いて、イエスはペトロ
に、彼が教会を建てる岩になると言
われました。しかしイエスはまた、
ペトロの力は、彼自身の資質による
のではないことも明らかにされまし
た。「あなたにこのことを現したの
は、人間ではなく、わたしの天の父
なのだ」（マタイ16･17）。それは
父なる神の力に基づくのです。ペト



ロが岩と呼ばれた直後、主が受難を
告げられた後、彼が主から叱責され
るのを私たちは見ます。「あなたは
わたしの邪魔をする者。神のことを
思わず、人間のことを思っている」
（マタイ16･23）。この神の賜物と
私たち自身の人間的な資質との対比
は、聖ペトロの生涯を、また教会
の、そして私たち一人ひとりの生涯
を象徴しています。それは、神から
与えられる光と強さと、私たち人間
の弱さとの間の緊張であり、私たち
のうちに謙虚な心が見出される時
に、神の働きが弱さを変えるので
す。

「教会は完全な者ではなく罪人の共
同体であり、神の愛の必要性、つま
りキリストの十字架によって清めら
れる必要を認識する義務があるので
す」[6]。ペトロの変化は1日にして起
きたものではありません。彼は、神
の豊かな賜物と自分の弱さの両方
を、その生涯において経験し続けた



のです。そのような岩の上に、キリ
ストは教会を築かれました。ペトロ
は絶えず自分の欠点に直面しました
が、キリストの愛に自分の人生の錨
をおろしたのです。

パウロは異邦人の使徒、つまりユダ
ヤ民族に属さない、すべての人々の
使徒と呼ばれています。ユダヤ教の
律法を守らないという理由で、キリ
スト信者を迫害するのに懸命だった
人が、後にすべての国民に神の救い
を告げました。「わたしはすべての
人に対してすべてのものになりまし
た。何とかして何人かでも救うため
です」（1コリント9･22）と、彼は
コリントの信徒に宛てて書いていま
す。神のご計画は、常に私たち人間
の視野よりもはるかに大きいので
す。



何も、キリスト者を同胞の人々から
引き離すことはできません。パウロ
が主に出会ったとき、彼を他者から
遠ざけていたものはすべて消え去り
ました。「その出来事は彼の心を広
げ、すべての人に心を開きました。
彼は、すべての人と広く対話するこ
とができるようになったのです」
[7]。聖ホセマリアはこう言っていま
す。 「人の心はいくらでも大きくな
る。愛するなら、愛情はすべての障
害を克服してどんどん深くなるから
である。主を愛するなら、すべての
人をそれぞれにふさわしく愛するこ
とができるだろう」[8]。これが、パ
ウロがキリストに出会った時に起き
たことでした。

教会の母であるマリアは、ご自分の
子供たち皆が一つになることを望ん
でおられます。「マリア信心を持っ
ているなら当然、神秘体の他の成員
や教会の可視的頭である教皇聖下に
一致しているはずでしょう」[9]。ペ



トロのようにマリアは、私たちが自
分の欠点に直面しても希望を失わ
ず、神である岩に固定されて生きる
ことを助けてくださるでしょう。そ
してパウロのように、私たちが全人
類と結ばれる友愛を発見できるよう
に、私たちの心を広げてくださるで
しょう。
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